
創意工夫を生かした
修学旅行の実施

修学旅行の実施に当たっては、各学校が、学科の特性や生徒の実態等を踏まえ、創意工夫を
生かして旅行日程や見学内容の十分な検討を行うとともに、事前・事後における学習の充実を
図るほか、旅行中の安全確保や、保護者の経済的負担軽減などにも配慮する必要があります。
修学旅行の教育的意義を踏まえつつ、行程等の見直しを図り、探究的な活動を一層充実させ

た事例や、行程の見直しが保護者の経済的負担軽減につながった事例等を紹介します。

① 探究的な活動の充実につながる工夫例

事前学習

Ｃ高校の修学旅行に係る学習プログラム

①「戦争と平和」をテーマとした

事前レポートの作成・交流

②戦争経験者の講話による学び

③平和宣言の起草や生徒が訪問地を紹

介する「たより」の発行

④地理歴史科、公民科と連携した教科

等横断的な学び

事後レポートの作成

①長崎原爆資料館見学

②被爆者講話

③現地ボランティアガイドに

よる、平和公園めぐり

④平和祈念セレモニー

修学旅行 事後学習

A高校の取組「平和をテーマとした探究学習」
A高校では、平和をテーマとした探究学習に取り組んでいます。事前学習では、生徒が主体的に「戦争と

平和」に関する課題を設定し、必要な情報を集め、考察したことをレポートにまとめています。被爆地を直
接訪問し、生徒が新たな発見や疑問を見出すなど、生徒の学びを深める学習プログラムとなっています。

☆他にも、探究的な活動を充実させる例として、各教科の学習内容と関連付け
た教科等横断的な学習や、最新の知見や先端技術を有する企業・大学等を活
用した探究活動、姉妹都市と連携した地域学習などが考えられます。

★なお、テーマパークの見学や演劇鑑賞などについては、見学旅行のねらいと
の関連や実施の理由等について、対外的に説明し得ることが可能かどうかな
ど、その必要性を十分に検討することが必要です。

【修学旅行後の生徒の感想】

僅か80年前に想像もつかないよう
な凄惨な出来事が日本で起きたと思
うと、すごく苦しくなった。修学旅
行から帰ってきて、戦争や原爆につ
いて調べて、新たに知ったこともた
くさんあったので、平和について考
えるとても貴重な体験になった。

被爆者の講話を聞く前は、事実さ
え分かればよいと思っていたが、実
際に目の前で聞かないと伝わってこ
ないことがあり、直接、話を聞くこ
とが大切であると感じた。

二度と悲惨な戦争が起きないよう、
私たちが戦争体験を伝えていかなけ
ればならないと身が引き締まる思い
になった。

無知の怖さを知った。知るという
ことは大切なことだと思った。

生徒は、自ら課題を設定し、戦争の真実や歴史を理解する探究的な活動を通して、平和を維持する
ことの大切さを自分事として考え、平和に向けた決意を新たにすることができました。
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修学旅行に係るお願い ～日本旅行業協会より～

コロナ禍で添乗員の総数が減少し、添乗員一人当たりの負担が大きくなる中、修学旅行業務において、次
のような現状が見られるため、添乗員等の業務改善について御理解・御協力をお願いします。

〈現状１〉添乗員が、旅行中の夜間の見回り等、長時間の業務を求められることがある。
（標準旅行業約款では、添乗員の業務時間は、原則として８時から20時まで）

→ 修学旅行期間中、添乗員との打合せは、夕食後の時間帯に実施する。

〈現状２〉担当教員が、打合せのため、土日や深夜に旅行業者あてメールを送付することがある。
→ 旅行業者への連絡は、緊急時を除き、土日・深夜の時間帯には行わない。

② 保護者の負担軽減につながった工夫例

☆他にも「旅行日程の短縮」、「関西から関東への旅行先の変更」、「新幹線の利用区間の短縮」等、
様々な工夫が考えられます。いずれにおいても、修学旅行のねらいが十分に達成され、地域や学校の

実態に応じたものとなるよう配慮しながら、保護者の負担を軽減する工夫が大切です。

(1) B高校「見学旅行における旅行先の見直し」
B高校では、体験的なプログラムを重視しつつ、防災教育が充実するよう、行程を見直し、見学先を四国

から東北に変更しました。東北での体験活動等を通し、生徒の防災に対する見方・考え方が広がり、旅行後
には、防災や減災を意識した言動が見られるなど、これまで以上に充実したプログラムとなりました。また、
見学先を東北に変更したことで、一人当たりの航空運賃が28,670円削減され、保護者の経済的負担の軽減
にもつながりました。

Before （旅行先：四国）

活動内容 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目

（午前） 移動 全体研修
（高知）

全体研修
（高知）

全体研修
（愛媛）

自主研修
（愛媛）

（午後） 班別研修
（香川）

自主研修
（高知）

自主研修
（愛媛） 移動

After （旅行先：東北）

活動内容 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目

（午前） 移動
全体研修
（宮城）

全体研修
（岩手）

全体研修
（岩手）

全体研修
（岩手）

（午後）
全体研修
（宮城）

自主研修
（宮城）

移動・震災に関する講話
・防災に関する体験プログラム

(2) C高校「宿泊研修における地域との連携」
C高校では、地域の自然体験活動を通じて、地域に対する理解を深めることをね

らいとし、自治体と連携した地域密着型の宿泊研修を実施しています。具体的には、
地域おこし協力隊と連携し、事前学習や当日のプログラムなどを検討し、地域の理
解を深める様々なプログラムを取り入れています。生徒は、地域や人との関わりの
中で、地域の魅力を肌で体感し、集団としての連帯感を高めています。また、自治
体との連携の一つとして、町のバスを利用しており、バス代を抑えることにもつな
がっています。

航空運賃
の削減！

(３) D高校「公共交通機関の利用」
D高校では、社会における規則やルール、マナーを身に付けるとともに、生徒の

自主性や主体性が育まれるよう、少人数であることの強みを生かし、これまでの貸
切バスでの移動から、公共交通機関を利用した移動へとプログラムを見直しました。
その結果、プログラムの充実だけではなく、バス代の抑制にもつながっています。

バス料金
の削減！

・旅行先の見直し

・地域との連携
・公共交通機関
の利用


